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2024年度第２四半期(中間期)連結決算概況

2023年度
中間期

2024年度
中間期計画

2024年度
実績

対前年比 対計画比

増減額
伸長率
（％）

増減額
達成率
（％）

売 上 高 5,920 6,000 5,670 ▲250 ▲4.2 ▲329 94.5

営 業 利 益 56 55 ▲89 ▲146 － ▲144 －

経 常 利 益 81 70 ▲60 ▲141 － ▲130 －

中間純利益 32 35 ▲63 ▲96 － ▲98 －

単位：百万円
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売 上 高 前年同期比 ▲250百万円（▲4.2％）

・大型物件工事の中断・進捗遅延などにより土木資材事業、景観資材事業が苦戦
・連結子会社（ニッコーエクステリア㈱、葉月工業㈱）の販売不振

売 上 総 利 益 前年同期比 ▲134百万円（▲10.9％）

・製造・輸送コスト上昇分の一部について販売価格への転嫁が遅延
・前年度の利益をけん引した一部大型物件工事が中断・進捗遅延

販売費及び一般管理費 前年同期比 ＋11百万円 （＋1.0％）

・エンゲージメント向上を中心とした人的資本への投資を強化

営 業 利 益 前年同期比 ▲146百万円 （－）

・売上総利益の減少並びに販売費及び一般管理費の増加により損失計上に転じる

経 常 利 益
中 間 純 利 益

前年同期比 ▲141百万円 （－）
前年同期比 ▲ 96百万円 （－）

・営業損失の計上により、それぞれ損失計上に転じる

2024年度第２四半期(中間期)連結決算総括
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土木資材事業

2023年度
中間期

2024年度
実績

対前年比

増減額
伸長率
（％）

売 上 高 4,157 3,999 ▲158 ▲3.8

ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益 132 8 ▲123 ▲93.5

単位：百万円

【2024年度中間期の主な納入実績】

【主な増減理由】

2024年度第２四半期(中間期)セグメント別の状況

製品名：コンテナマット（松山港（愛媛県）） 製品名：大型３連ﾎﾞｯｸｽ、水路用L型（四国横断自動車道（徳島県））

・受注済の大型物件工事に遅延や
中断が発生

・連結子会社の葉月工業㈱が
発注遅延により苦戦
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景観資材事業

2023年度
中間期

2024年度
実績

対前年比

増減額
伸長率
（％）

売 上 高 1,305 1,264 ▲41 ▲3.2

ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益 ▲82 ▲95 ▲12 －

単位：百万円

【2024年度中間期の主な納入実績】

【主な増減理由】

2024年度第２四半期(中間期)セグメント別の状況

製品名：エコロアクアSAZARE（御堂筋道路空間再編工事（大阪府）） 製品名：エコロアクアSAZARE、エコロアクアFS（大阪・関西万博ﾗﾝﾄﾞｽｹｰﾌﾟ工事）

・大型物件工事において発注の
遅延や出荷遅延・中断が発生

・原材料コスト・輸送コストの
上昇分の一部が販売価格へ
転嫁遅延

・生産・出荷量の不足により
固定費上昇分を吸収できず
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エクステリア事業

2023年度
中間期

2024年度
実績

対前年比

増減額
伸長率
（％）

売 上 高 457 406 ▲50 ▲11.1

ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益 7 ▲2 ▲10 －

単位：百万円

【2024年度中間期の新製品】

【主な増減理由】

2024年度第２四半期(中間期)セグメント別の状況

製品名：シャワープレイス

・連結子会社のﾆｯｺｰｴｸｽﾃﾘｱ㈱
の販売不振

製品名：立水栓ユニット

シカクル シカクルＬ コロン ミストコロン

・主力製品の立水栓が振るわず

・その他ガーデン関連製品も
伸び悩む
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2024年度 通期連結業績予想

2023年度
実績

2024年度見通し 対前年比

予想
構成比
（％）

増減額
伸長率
（％）

売 上 高 13,673 13,700 － 26 0.2

営 業 利 益 414 430 3.1 15 3.8

経 常 利 益 464 470 3.4 5 1.2

当 期 純 利 益 295 300 2.2 4 1.6

単位：百万円

通期業績予想は、直近の公表値（7月26日）から変更ありません。
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2024年度 通期連結業績の見通し

各セグメントの下期見通し

土木資材事業
・物件工事の中断・出荷遅延の解消により製品販売回復
・連結子会社の葉月工業株式会社の業績が好調に転じる
・港湾事業や大型造成事業などの新分野への受注拡大

景観資材事業
・物件工事の発注・出荷遅延の解消により製品販売回復
・原材料価格・輸送コスト高騰の販売価格転嫁が進捗
・入設力強化による大型物件受注の増加

ｴ ｸ ｽ ﾃ ﾘ ｱ 事 業
・連結子会社のﾆｯｺｰｴｸｽﾃﾘｱ株式会社において苦戦継続の
見込み。集合住宅へのｱﾌﾟﾛｰﾁ、防災・減災製品提案強化

ｴｸｽﾃﾘｱ事業は苦戦が継続するものの、土木資材事業、景観資材事業は
それぞれ中間期の苦戦が解消傾向にあり、増収・増益が見込まれます。
中間期のロスを取り戻し、当初計画の達成に向けてグループ一丸で
取組んでまいります。



連結業績の推移
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株式配当の推移
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１株当たり配当金（円）

配当性向（％）



内容に関するお問い合わせは

総務人事部 広報･ＩＲ室（電話 087-894-8130）までお願いします。

当社ホームページもあわせてご覧ください。

URL：https://www.nihon-kogyo.co.jp

本資料に記載されている将来に関する情報は、作成時点において入手可能な情報に基づき当社で

判断したものであり、実際の業績は、今後の事業環境の変化等により異なる可能性があります。

https://www.nihon-kogyo.co.jp/

